
保険給付の内容・範囲の見直し等  

○高齢者の患者負担の見直し（現行：70歳未満3割、70歳以上1割（ただし、現役並み所得者2割））   

・現役並み所得の70歳以上の者は3割負担   

▲ 新たな高齢者医療制度の創設に併せて高齢者の負担を見直し  
70～74歳 2割負担、75歳以上1割負担（現行どおり）  

○ 療養病床に入院している高齢者の食費・居住費の負担引上げ  

（平成18年10月～）  

（平成20年4月～）  

（平成18年10月～）  

○ 高額療養費の自己負担限度経の引上げ  

高額療養費の自己負担限度額について、低所得者に配慮しつつ、賞与を含む報酬総額に見合った  
水準に引上げ  

併せて、高齢者医療制度の創設に伴い見直し   

○ 現金給付の見直し   

・出産育児一時金の見直し（30万円→35万円）   

・傷病手当金及び出産手当金の支給水準の引上げ・支給範囲の見直し   

・被用者保険の埋葬料の定額化（5万円）   

○ 乳幼児に対する自己負担軽減措置の拡大  

（平成18年10月～）  

（平成20年4月～）  

（平成18年10月～）  

（平成19年4月～）  
（平成18年10月～）   

（平成20年4月～）   

高齢者医療制度の創設に併せて、乳幼児に対する自己負担軽減（2割負担）の対象年齢を3歳未満  

から義務教育就学前までに拡大  

（平成20年4月～）  ○ 高額医療・高額介護合算制度の創設   

○保険料賦課の見直し   

・標準報酬月額の上下限の範囲の拡大   

・標準賞与の範囲の見直し   

（平成19年4月～）  

（平成19年4月～）   



070歳以上の高齢者のうち、ノ現役並卑の所得中寿に句碑lま＞、項役と同様に3割県担とす私  

○・75歳以上の後期高齢者にらいては、1害嶋掛ただし、塊役垂疎野市車重奉す春着はき載無担ほする。  

（18年度）  

・70歳未満の肴については、これまてと同様に3割負担とし、70厳から74厳の舌については、2割負担i●たたし、現役並みの所  
得を有する肴は3割負担さとする、、その際、1割負担から2割負担となる7q裁から74歳まての低所得者については、自己負担限  
度療を据え置く措置痘議ず為。  （・20無塵）   


